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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年12月24日(2010.12.24)

【公開番号】特開2009-149746(P2009-149746A)
【公開日】平成21年7月9日(2009.7.9)
【年通号数】公開・登録公報2009-027
【出願番号】特願2007-327957(P2007-327957)
【国際特許分類】
   Ｃ１１Ｄ   7/54     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   7/32     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   7/10     (2006.01)
   Ｄ０６Ｌ   3/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１１Ｄ   7/54    　　　　
   Ｃ１１Ｄ   7/32    　　　　
   Ｃ１１Ｄ   7/10    　　　　
   Ｄ０６Ｌ   3/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年11月9日(2010.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　前記（ａ）が下記一般式（Ｉ）～（ＩＩＩ）のいずれかの構造で示される化合物である
　ことを特徴とする請求項１に記載の漂白助剤。

【化１】

　（式中、Ｘは水素原子、アルカリ金属、またはアルカリ土類金属を表す。ｐは１または
２の整数を表し、ｐが２の場合、Ｘは同一のものでも、異なるものでも良い。）
【化２】

　（式中、Ｘ１～Ｘ４は同一でも異なっていてもよく、それぞれ水素原子、アルカリ金属
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、アルカリ土類金属、カチオン性アンモニウム基からなる群より選ばれる１種を表し、Ｑ
は水素原子またはアルキル基を表し、Ｒは水素原子または水酸基を表し、ｎ１は０または
１である。）
【化３】

　（式中、Ｙはアルキル基、カルボキシル基、スルホ基、またはアミノ基、水酸基、また
は水素原子を表し、Ｘ５～Ｘ７は同一でも異なっていてもよく、それぞれ水素原子、アル
カリ金属、アルカリ土類金属、カチオン性アンモニウム基からなる群より選ばれる１種を
表し、ｎ２は０から５の整数を表す。）
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の第一の態様は、（ａ）配位座が５以下のキレート剤および／または該キレート
剤から生じた陰イオンと、（ｂ）銅および／またはマンガン化合物を含有することを特徴
とする漂白助剤である。
　また、本発明の漂白助剤は、前記（ａ）が下記一般式（Ｉ）～（ＩＩＩ）のいずれかの
構造で示される化合物であることが好ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　化合物（Ｂ）において、Ｘは水素原子、アルカリ金属、またはアルカリ土類金属を表す
。
　アルカリ金属としてはＮａ、Ｋ等が挙げられる。アルカリ土類金属としてはＣａ（この
とき「－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｘ」は「－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｃａ１／２」となる）等が挙げられる。
　Ｘがアルカリ金属やアルカリ土類金属である場合を、「－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｍ」（Ｍはアル
カリ金属またはアルカリ土類金属を示す。）と示すこととし、化合物（Ｂ）を水等の溶媒
中に投入すると、「－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｍ」のうちの一部または全部が「－Ｃ（Ｏ）Ｏ－」と
アルカリ金属またはアルカリ土類金属イオンとなる。そして、「－Ｃ（Ｏ）Ｏ－」は「遷
移金属イオン」と錯体を形成する。
　そのため、Ｘがアルカリ金属またはアルカリ土類金属であっても、本発明を構成する（
ａ）成分として用いることができる。中でもＸは水素原子であることが好ましい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００３９】
 また、化合物（Ｄ）において、Ｙはアルキル基、カルボキシル基、スルホ基、アミノ基
、または水素原子を表し、Ｘ５～Ｘ７は同一でも異なっていてもよく、それぞれ水素原子
、アルカリ金属、アルカリ土類金属、カチオン性アンモニウム基からなる群より選ばれる
１種を表す。
 Ｘ５～Ｘ７が上記のものであると、本発明の漂白助剤（Ａ）を液状混合物などの形態と
して製造するにあたって、この化合物（Ｄ）を水などの溶媒に投入した場合に、－ＣＯＯ
Ｘ５、－ＣＯＯＸ６、－ＣＯＯＸ７が電離して、それぞれ－ＣＯＯ－となり、陰イオンを
生成する。そして、この陰イオンの－ＣＯＯ－の部分が（ｂ）成分の銅および／またはマ
ンガン元素と錯形成可能となる。
 好ましくは、Ｘ５～Ｘ７はいずれもナトリウムまたはカリウムである。なお、Ｘ５～Ｘ
７のうちの１種以上がアルカリ土類金属Ｍである場合には、その部分は－ＣＯＯＭ１／２

と示されることとなる。
 また、ｎ２は０から５の整数を表し、好ましくは、ｎ２は０から２である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
 化合物（Ｄ）の具体例としては、下記化学式（１８）～（３０）で表される化合物が挙
げられる。なお、これら化学式（１８）～（３０）においては、代表的な例として、Ｘ５

～Ｘ７がいずれも水素である場合を示しているが、化合物（Ｄ）はこれらの構造に限定さ
れるものではなく、目的に応じて適宣選択することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
 繊維パウダーとして、特に、天然繊維の粉末セルロース、シルクパウダー、ウールパウ
ダーが好ましく、粉末セルロース、シルクパウダーがより好ましく、中でも粉末セルロー
スが好ましい。
　好ましく使用できる市販品の例としては、ＫＣフロックＷ－４００Ｇ（日本製紙株式会
社製）、ＡｒｂｏｃｅｌＢＥ－６００／１０、ＡｒｂｏｃｅｌＢＥ－００、Ａｒｂｏｃｅ
ｌＢＥ－６００／３０、ＡｒｂｏｃｅｌＦＤ－６００／３０、ＡｒｂｏｃｅｌＴＦ３０Ｈ
Ｇ、ＡｒｂｏｃｅｌＷＷ－４０、ＡｒｂｏｃｅｌＢＣ－２００、ＡｒｂｏｃｅｌＢＥ－６
００／２０（いずれもレッテンマイヤー社製）、出光シルクパウダー（出光石油化学株式
会社製）、シルクパウダー（大東化成工業株式会社製）、２００２ＥＸＤＮＡＴＣＯＳ　
Ｔｙｐｅ－Ｓ（Ｅｌｆ　Ａｔｏｃｈｅｍ社製）等が挙げられる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　漂白助剤粒子（Ｅ）と表面被覆剤との質量比は、漂白助剤粒子（Ｅ）／表面被覆剤が７
０／３０～９９．５／０．５が好ましく、７０／３０～９８／２がより好ましい。表面被
覆剤が少ないと、その効果が発現されない場合があり、多すぎると、漂白助剤粒子（Ｅ）
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表面に過剰に付着し経時での脱落等の確率が高くなる場合がある。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
 得られた漂白助剤粒子は、いずれも篩分けを行い、粒径３００～７００μｍのものを用
いて以下に示す評価を実施した。
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